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課題研究最終報告

健康相談活動に必要な資質に関する研究

_沖縄県における現職養護教諭の実践及び研修を通して一 
A Study on Qualifications for Health Consultation Activity 

On the Practice and Training Program of Yogo Icachcrs in Okinawa

髙宮城辰代
T;ilsnyo TAKAMIYAC.I

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1.はじめに
近年，子どもの健康問題が複雑化•深刻化している状況から，保健室を訪れる子ども 

の健康問題に対し，心身両面への対仏が養護教諭に求められている。これが，養護教諭 
の[健康相談活動」として新たな役割となった。

健康相談活動は，1997年9月の保健体育審議会答申（以下，保体審答申 <1997) t 

する）にて，新たな養護教論の役割として提言されたc今日の保健室来室状況を踏まえ， 
2008年の中央教育審議会答申（以下，中教審答申(2008)とする）においても，健康 
相談活動がますます重要になってきていることが述べられている。

養護教諭の行う健康相談活動は，常の実践の一環としてg然に行われていること 
が多く，さまざまな問題や悩みを抱えた子どもが保健室に籴室する。それに対して養護 
教諭は，相談内容や子ども個人の状況や実態にあわせた対応をしている。力丸ら(2012) 
も「今日に至るまで『健康相談活動』は，学校現場における養護教諭の日々の実践をは 

じめ，養護教諭養成や現職教育等の閉係荞の創意工夫によって充実しつつある」と述べ 
ている。また，複雑化している社会情勢から，子どもが抱える問題は多様化しており， 
養護教諭の果たす役割は学校現場において重要な位匿を占めているといえる。それゆ 
え美護教諭美成段階での健康相談活動に関する工夫や，教育現場における研修の充実 
は必須であると考える。

一方，沖縄県の学校における子どもの心身の健康問題の背景には，貧困の問題が根底 
にあることが考えられる。そのことからも，前述した養護教諭養成課程での健康相談活 
動に関する工夫や教育現場における研修は極めて重要だといえよう。

本研究では，答申や学会で示された養護教諭に求められる资質と，学校現場で実践さ 
れている健康相談活動の現状を踏まえ，沖縄県における養護教諭の健康相談活動の尖 
践の分析と，それに関するインタビューから，養護教諭の健康相談活動に必要な資質を
明らかにしていく。

さらに，県内の養護教諭養成大学のシラバスや養護教諭の研修内容等についても検 
討していくことにした。
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援，関係者との連携など心や体の両面への対応を行う活動eある。保健体育審議会答中（平成9年SJ月22日）
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〇保健室来室者の状況を踏まえ「養護教諭の行う健康相談活動がますます重要」と提言

〇子どもの健康づくりを効果的に推進するには，学校保健活動のセンター的役割
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2. 研究目的
健康相談活動の基礎的事項をおさえた上で，現職養護教諭の実践とインタビュー及 

び事例の検討，県内の養護教諭養成大学のシラバスの分析から，沖縄県の健康相談活動 
において，養護教諭に必要な資質を明確にし，その向上を図る上での研修等の創意工大- 
について研究していく。

3. 研究内容と方法
•健康相談活動の特徴を踏まえたhで，健康相談活動の実践に求められる養護教諭 

の資質について分析する
•養護教諭の実際の健康相談活動を観察し，必要な資質を分析する 
•現職養護教諭へのインタビューから，健康相談活動時に必要な資質，困った時の 

対処法，資質の向上に必要なことについて分析する 
•養護教諭養成大学の健康相談活動に関するシラバスの分析をする 
•事例を通して，健康相談活動について必要な資質の分析をする

4. 先行研究と本研究との関連 
(1)健康相談活動とは

表1は，二木ら(2011)が不した健康相談活動の経過と成り立ちである。必要とさ 
れる健康相談活動の資質には「心身医学，問題に関する分析，養護教論の職務の特質 
理解•保健室機能の理解」が知識•技法として提示されている。

談活動の経過と成り立ち表1 健康相
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三木ら(2011)が提唱した健康相談活動に関するこれまでの経過や答中を参照し， 
本研究では「R3題や悩みを抱えている児童生徒に対し，心身両面から対応できる養護 
教諭の役割」として健康相談活動を捉えることとした。
(2)健康相談活動に必要な資質とは

答申や学会で発表•提示された養護教諭の資質について表2に示した。
表2 養護教諭の資質比較

保体審答申(1997) 中教審答申（2〇〇8) 中教審答申(2012) 日本養護教諭教育学会
*「心の健康問題と身体症状」 

に関する知識理解 
氺齟察の仕-方や殳け止め方 
>：<確かな判断力
*コーディネートノJ 
*対応力（カウンセリング能 

力）
ホ健康に関する現代的課題の 

解決:のために個人乂は兔団 
の児黾生徒の情報収集 

*姑成課題をとらえる力域 
*叩題解決のための指導力 
^企両力*実行力*調整力

*子どもの現代的な健康 
課題の対応に当たり、 
学級担任等、学校医、学 
校歯科医、学校薬剤師、
スクールカウンセラー
など学校内における連 
携、また医療閉係者や 
福祉関係者など地域の 
閉係機閉との辿携を推 
進することが必要とな 
っている中、養護教諭
はコーディネーターの

役割を担う必要がある

*教職に対する貞rr:感，探求 
力

本教職令体を通じて自主的 
に学び続ける力(使命感や 
责任威，教禽的愛情）

* W•門職としての高度な知 
織•技術

ホ総合的な人間力（豊かな人 
問性や社会性，コミュニケ 
ーシ3ン能力，同僚とチー 
ムV対比、する力，地域や社 
会の多様な組織等と連携• 
協働できる力）

*保健，医療，心理，福 
祉，教宵，学校保健な 
どの基盤となる総合 
_i織

*健康課賴を発見•解 
決•了•防するための知 
si-技術

氺連携のための知識•技 
術

ホ人間形成にかかわる 
ための知識*技術

*研究のための知識•技 
術

表2は，協働して対応しなければならない資質である。具体的には連携•コー 

ディネートカ，心身医学的知識，健康問題の知識•発見•解決•予防（情報収集• 
処理能力，問題背景の分析力）が位置づけられている。このことから，これらの項0 
は健康相談活動には必須項目であると考える。

一方，沖縄県の児童生徒をめぐる社会環境は貧困の問題が根底にあることが考え 
られる。宮川（2015)は，貧闲が心身や学業に影響し，ひいては意欲や希望の格差を 
牛じさせていると述べている。つまり，沖縄県における健康相談活動では，貧困から 
生じる子どもの状況等を踏まえた実践が求められる。よって，子どもの心身両面から 
対応をしていくためには，情報収集，関係者及び専門機関との連携，子どもに寄り添 
うためのカウンセリング能力が養護教諭の資質として必要不可欠であると考える。

本研究では，表2から協働して対応できる項S及び沖縄県の現状を踏まえ，健康相 
談活動に必要な資質を，現職養譜教输と確認し，その資質を表3に示した。

表3 健康相談活動に必要な資質

a 心の問閥と身体症状に関する知識评解 1 b :心と体の観察力 c:看護卞的技術
d 発貪•発達課題の理解 ：心身医学的知識 f :問題背聚要-Wの分析力
g 情報収集•処理能力 h 支援のための対応力（カウンセリング能力）
#
1 生徒指導力 t

J 校内での連携 (コーディネートカ） k :家庭との連携
1 専門機間との速携 m コミュニケー シヨンノJ n :企画•運営力

5.結果と考察
(1)現職養護教諭の俄康相談活動の観察から

表4，表5は二人の養護教諭の健康相談活動の実践に関して，表3 U:心の問題 
と身体症状に関する知識理解，b :心と体の観察力，cし看護学的技術…）を踏まえ， 
必要される資質について分析検討を行ったものである。
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表4 現職養護教諭の実践

経過 養護教論の対応 連携 筆者の分析（必要とされる資質）
八：「頭が痛いですJ •バイタルサイン正常範囲内，全身状態は問題なさそうと判断:，
食：「熱はないよ，次の時間诏張れる。次何 (表3の a，b, c , e〉

の時間かな？」 •以前も頭痛て来室，兗数の時間の而の休み時間であったa
頭が描' A :「算数J (表3のf，

いと訴
美：「先牛が•褚に教韦まで行くから戻って •算数が苦手？（表3のe, f )

みようか」 •一緒に教室に戻り，教室での子どもの状態を観る必要がある。

え来室
(表3のg, i, R3題解決:に心けCの突けノJ>

•拘仟が保健室の前を通る時に、子〆もの情 m仟 •m仔■へtiV報提供。（表:彳の上問題解決:に向けての実行力）
報を伋える •筲理者へ報告し校内庳携につなげている。

•管押呑へ報告 管理者 (表3のj,問趙解決に问けての実行力）

表5 現職養護教諭の実践
経過 萑薄教諭の対応 連携 筆者の分析（必要とされる資質）

B 「お腹が痛い」 •バイタルサイン正常範囲内，牌部触診にて問®なし。了•
腹痛が n 「お脰のどの辺がいたいの？」 どもの表情が硬いため，休!！させ紝過を観る。

あり，べッ
B 「よくわからないJ (表3の a，h，c，y)
養 「1時問休んでみるJ

ドで休み 费 「今触っているけど痛いところあるJ •以前も友達とのトラブルでMじようなことがあったた

たいと訴
B 「ない』 め，べッドサイドで触診しながら，間く必要がある。
茺 「お腹は題なさそうだけど, (表:"iのf, h，俩に応nたij•応）

身来尜。休 Mかあつたの？」

養させ再
B
表

「〇〇から文句言われた」
「そうなんだ，担任は知ってるのJ

•担0■:へ報告し.問鋇解決が必要.. （表3のj)

度問診を 兵 「どうかな。教室に戾れそう」

実施:
B 「大丈夫』
美 「〇〇とは,話しできる」 •保:fei室来室カードを子どもに持たせ，m任等が子どもの
•担汗にBの状況と話し合いの必要性を報告 担任 状況を把握できるようにしている。 （表3のj )

2人の養護教諭は身体不調を訴え来室した子どもに，初期対応とLてまず観察対 
応を行っている（表4，表5)。また，了•どもの反応から，了 •どもが訴えたこととは何 
かが違うと瞵時に感じ取り，子どもの身体症状の訴えとバイタルサインの確認，身 
体的な于(表3のa, I)，c , u)を実践する。そして，これまでの背景（表3の 
f )と照らし合わせ器質的疾患ではないと判断している。さらに，判断し経過を見守 
るだけで(よなく，「熱(よないよ。頑張れる。」「〇〇と（よ，話しできる」と問題解決に 
向けた生徒指導や，保健室籴室ヵード等を用いて担任及び管理者に適：i：報告し連携
を図っていることがわかる。つまり，このような日常の何気ない子どもへの対応が健 
康相談活動だといえる。その実践には，子どもの話を傾聴す5姿勢等の寄り添いと同 
時に，健康相談活動に必要とされる種々の資質が養護教諭に求められていることが 
わかる。したがって，健康相談活動を実践していくためには，養護教諭養成段階およ 
び現職養護教諭の研修において，表4,表5に挙げた資質の育成と向上が求められる 
特に沖縄県においては問題が多岐にわたっているため，問題解決に向けての実行力 
(コーディネートカ，ファシリテートカ）も重要になる。

(2)現職養護教諭へのインタビューの検証
沖縄県における健康扣談活動に必要とされる資質を探るため，簽護教諭6名に’卜 

構造化インタビューを実施した。
表6は健康相談活動を進めるために必要な資質についての結果である。
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*心と体の観察力（fi人） *千どもの背景を捉え問起を分析する力（6人）
*対応力（カウンセリング能力）（2人） *僉護診断力（1人）
*確かな判断力（1人） *看護学的技術（1人） *解決のための指導力（1人)

表（3 健康相談活動を進めるために必要な資質（知識•技法）とは何か

小学校•中学校•高等学校の養護教諭が，共通して健康相談活動に必要だとした資 
質は，心身医学的知識，心と体の観察力，子どもの背景を捉え問題を分析する力，家 
庭•校内の連携であった。しかし，その資質を柯保するための研修会には，ほとんど 

が参加していない状況である。その理由として，多くの養護教諭が一人配置であるこ 
と。また，県内の現職養護教諭研修会では，治療や手当てに関する内容が多く，健康 
相談活動に特化した研修はほとんど設定されていない現状である。これらのことか 
ら，健康相談活動についての評価や相談する体制が整備されていない状況下で，困難 
な事例に対して一人で抱え困っているケースが示唆された。

困難な事例の解決:策としては，「①知り合いの養護教諭に相談②研修会後に雑談と 
して相談③研修会に招いた講師に相談」との回答が多かった。したがって，学校現場 
での困り感に対応していく研修の內Wや方法の工夫が必要である。
(3)養護教諭養成大学における健康相談活動の授菜内容

健康相談活動に必要な資質について，養成段階でどのような内容で実施されてい 
るのか，県内の養護教諭養成課程を有する大学のシラバスを分析した（表7)。

表フ 琉球大学_名桜大学のシラバス比較

琉球大学では，カウンセリングを中心に履修していた。•方，名桜大学では健康相 
談活動に必要な資質についての内容を広く学んでいることがわかった。しかし，2人 
の養護教諭（10年以上）がシラバスと実習のフイードバックについて，理論を実践に 
結びつけた内容についてはI分ではない（両大学）と述べている。このことから，実践 
力になるロールプレイや事例の検討などの項目は必要ではないかと考える,，
(4)事例を通した健康相談活動についての分析

保健室に一人で頻回籴室するCについて分析することにした。Cは前年度からの 
実習において気になる子どもであり，健康相談活動が必要な対象として捉えていた。

琉球大学 名桜大学
科目名 授業内容 資質 科目名 授業内容 資質

*学校で行われる“相談”特に養護教諭 f, g *養誰教諭と健康相談，健康相談の f, g
が行う“健康相談”の特擞 雔 概念と特哲，姥康相談の基礎と背

力 伞カウンセ!Jングとは，カウンセリング 相 景，子どものヘルスニーズ理解，
ク の基本的理論丨•11•ill,美ii教输や h, i 談 健康相談の基礎
ン 右護師のためのカウンセリング技法 活 氺カウンセリングの理論と技法 h, i
セ
II 1-2,臨涞心理十によるカウンセリ 動

の (演習）
ノ

ン ングの幸•例紹介，演習，さまざまな“相
ソノ

理 •十•健康相談活動の進め方の実際①• j,1

グ
fk 談”と心理カウンセリング，雄Rを対 論 ②•実践例，费满教論の役割と連 m,li，へ、

m 象にしたカウンセリング と
-fr 携及び養護教論の新たな役割，諸

*臨床心理士（学校，スクールカウンセ ノノ
法 問題の促え方と関わり方

ラー，医療，心理職）との連携 1

看 解剖学，生理学，精神保健，看護学 a，b
看 解剖学，生理学，褚神保健，看護学 a，b

護 c，d 護 c , Cl
学 e 学 c

>
人

人
6

6 
()

<
携人

織連
1

知の彳
的内力

学校集
医
•

収

身眭報
心宋借
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事例を通して健康相談活動に必要な資質（表3)について分析•検討した。表8は 
始業式，表9は健康診断実施日の対応である。

表8 签護教諭としての対応

経過 養護教諭としての対応 必要な資 
質

評価

休み時

間，保

健室に

來室

C :先牛、クラス発表ドキドキする。担仟 
誰か楽しみ 

筆者：来しみだね
C :先生，担任の先生日が大きくて歌舞伎 

役者みたい，面白いし良い先生かもC 
m任：前年度は，保健字によく行ってたみた 

いだね。まだ,始まったばかりだけど，
I項張っているよ

筆者：そうなんですねn cさんも新しい学級 
や袒仟との出会い楽しそうに話してま 
したよ

a，し，d ，

a， b, d ，
g, m
g，J, m

•何気ない会話の中から，子どもの現状を表情 
や態等から観察し，判断できていたと考え 
る。

•日頃からコミュニケーションを図り，信頼関 
係を築いていったことで，子どもから声を掛
Uてくれるようになつたのではなレゝか0 

•了どもの昨年度の状況から，抟任との迚携が 
必要とちえ，」ミューケーシnンを凶り僧領 
関係を築いたことにより，廊下ですれ違う際 
等，桁仟の方から話しかけていただける関係 
を築くことができていたと考える。

Cへの対応として，子どもをとりまく環境や実態等を含めた現状の把握（表3の 
a，b，d，g，ni)と，関係性を築くための信賴関係の構築（表3のg，j，m)に努めた。その際 
気をつけたことは，普葉，コミュニケーション等，対応への配慮である。これらのこ 
とに対応できたのは，これまでの養護教諭の実践観察等の経験や，小児病棟での看護 
師としての経験的知識があったからだと考える。経験や知識がなければ，個々に対応 
した丁寧な健康相談活動は難しいと考察できる。

表9 課題解決実習での養護教諭としての対応

経過 養護教諭としての対応 必要な資質 評価
C :頭が痛い。 a, b，d, •言動，身体症状，これまでの関わり，
華#:熱測ってみようn e，h 知り得た背景等から，心因性かと判断
C :熱ない。 した。まずCが落ち着くことを考慮
筆者：授業受けれそうu し，休養させ，拘任と連携を取った。
C :今Hは無理。 拒任より，現時点で学級での女人関係
竿#:じゃあ，1時間休もうか。 f は良好であることから，親子関係を示
枏任：保護者に連絡してみます。 j，k 唆している現状があった。〒•めの対

母親が家に帰るとケロッとしているから 応•情報捉供;こて了どもの背aや情報
帰さないでほしいと。保健室で休ませもら を得ることができたのではないか。
えますかU •保違者との関係性，家庭環境はどうな

笨衣：頭痛はンう。熱測ってみよう。体溫平熱 のか。保護者との連携も必要になって
頭が痛い C :まだ，無理3 b， b，d， くると思われる。

と来室 筆者：そうなの。扒任にも話しているからね。家 e，h • 2時間休莨しているため，もう少し細
に連絡するっていってたからね。 かくカウンセリングし，対必すること

C :頭は，大丈夫だけど，教室の棟に人るのが が必要。
きっい •状況判断を急ぐあまり,Cに寄り添

筆者：そうなんだ，教宰の棟に入るのがきついん い，話を傾聰し、ともにち•えることが
だc座って話せる。 できていないc

C ;大丈夫 •C自身に現状を幣理し把捤させるた
筆者：頭は大丈夫なのね，じゃあどうするか一緒 め，一緒に考える。また，教室への移

に考えよう。どうしたい。一緒に，教室ま 動時のCの表情や会話から（：の状況
でっいていくから戻ってみるcそれでもだ を把握するCこの対応を実施すること
めなら，また来てもいいからC で今後の対応につなが6と考える。

C :じゃあ，行ってみてもいいよc

Cの言動や身体症状，これまでの関わりと知り得た背景等から「いつもと違う」（表 
3のe)心因性かと判断し休養させた。よた，担任と連携した対応をとった方が良い 
と判断し，早い段階から担任（表3のj )へ情報を提供し，担任と連携した対応の実
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践を行った。
これまでのCの状況や知り得た背景，簽護教諭の保健室経営，拉任からの情報（表 

3のg)等を考慮し対応した。限られた時間内で実践しようという忍いがあり，Cの 
思いや訴えに寄り添い傾聴し，時間をかけて聞き取り判断して対応する（表3のf， 
g，h)ことに関しては，必要な資質を上手く活用することができなかった。子ども 
に寄り添った対応は資質の一つであり，養護教諭のカウンセリングは子どもの視点 
からも重要である。また，知識としてはわかっているものの実践に生かすことは難し 
い。特に限られた時間内での対応はカウンセリングの技法を身にっけていく必要が 
あり，技法は実践的経験に類似した知識と研修（事例検討やロールプレイ）が重要だ 
と考える。また，Cのその時の現状のみで判断しており，友人関係や学級での様子， 
家庭環境及び親子関係といった背景を把握し支援していくことも大切であり，情報 
収集やそのための連携に必要な資質は健康相談活動では肝要である。連携（表3のj ) 
にっいては，関わってきた養護教諭の全てが必要な資質として挙げていた。しかし，
Cへの学校現場で活用可能な解決策として①関係職員を含めた事例検討会の設定② 
実態などの情報や解決策をまとめた個別の支援計両（表3のn )の立案など連携に必 
要な対応までにいたることはできなかった。

継続•一貫した健康相談活動を進めていくためには，関係する教職員を調整する能 
力（コーディネートカやファシリテートカ）は必要不可欠であり，事例検討会の企画 
や運営する力も必要であることが理解できる。

6 .まとめ
沖縄県における健康相談活動に必要な資質にっいて，健康相談活動の成り立ち，必要 

とされている資質，養護教諭の実践，養護教諭養成課程の授業内容から検討してきた。
養護教諭の資質は答申や学会に不されているが，本研允では，沖縄県の養護教諭とし 

て#につけておきたい資質を「a :心の問題と身体症状に関する知識理解，b :心と体 
の観察力…」（表.3)として提示し，健康相談活動に必要な資質を分析•検討していっ 
た。現職養護教諭の実践では，健康相談活動に必要な資質を子どもの実態に応じて使い 
分け問題の解決を図っていた。特に担仟や保護者との連携に必要なコーディネートカ 
や解決策を見いだすためのファシリテートカは実践するときには身にっけておくべき 
項目としてあげられる,，大野（2012)は「養護教諭養成校において，教育としてのコーデ 
ィネートカの概説はできても実践化に結びつく力量をつけることは難しい。また，現場 
においては様々な学校保健があり研修の実施が今後重要である」と述べていることか 
ら，養護教諭養成校卒業後も研修が必要であることがわかる。

しかし，現職養護教諭のほとんどが健康相談活動に必要な資質は重要だと考えては 
いるものの，対応は自尸,の経験で行っており、困難な事例は他の養護教諭等への相談で 
解決策を見いだしていた。これは県及び市町村で開催される研修内容等が現場の声を 
反映しておらず，必#な資質の向上に繫がっていないものであると考える。

沖縄県内の養護教諭養成大学においては，健康相談活動に必要な資質にっいて重要 

だと考え学修をしていた。しかしながら実際の学校現場においては，学修した知識や技 
術がすぐに活用できるとはHいがたく，中でも，養成段階で学んだ知識に基づくコーデ 
ィネートカ•問題解決のための指導力•企画力•調整力等は，学校現場での実践にすぐ 
に生かすことは難しかった。今野（2013)は「学習方法として，演習（ロールブレイ）や実 
習による学習体験を多く取り入れ，場面を設定して考えさせ，その考えを交流し検討し
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ていくような多くの授業提供が必要とされる。また，理論に加え，実践的な対応力が身 
につけられるよう，演習での学びだけではなく，実習での学びが必要となる」と述べて 
いる。つまり，理論と実践を結びつける事例の検討を通して，個々の子どもの実態や求 
めに応じた健康相談活動の資質育成への工大•改善が重要であると言える。さらに上述 
したことが，子どもが養護教諭に求めている寄り添い（傾聴、，共感）を#成することに 
もつながり、子どもの問題の解決の早期発見や早期の対応になるものと考える。

現職養護教諭の研修内容については，健康相談活動に必要な資質を担保する継続的 
な研修を位置付ける必要がある。また，個々の事例に対応できるよう，事例検討会を定 
期的に研修会に設定し，困難な事例に対しては，即座に対応ができるようネットワーク 
を構築していくことも必要不可欠である。

健康相談活動に必要な資質を体得していくには，以下のことが養護教諭養成課程さ 
らに卒業後も必要になると考える。

•養護教諭養成課程
事例に基づいたロールブレイングや事例検討会
養護実習の工夫（保護者，校内，関係機関との連携等の見学実習）

•現職養護教諭の研修
研修会に事例検討会を継続的に位置付ける 
ネットワークの構築 

•行政機関
養護教諭の資質の向上に必要な研修会への参加の定着，F1程調整 
ネットワーク構築のための助言と機能

今後養護教諭として現場に勤めた場合には，健康相談活動における研修やネットワ 
ークの構築について声を卜.げていきたい。
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